
 

がん登録研修会の評価について 

 
１．がん登録研修会事後アンケートの目的 
 沖縄県内における院内がん登録の精度向上を図ることを目的に行った「院内がん登

録実務者研修会（以下実務者研修会）」が、参加者のがん登録業務に役立ったかどうか

を明らかにすることを目的とした。 

 また今回新たに事後アンケート調査を行うことで、がん登録部会が行った研修会が

実際の院内がん登録業務を行う上で有効であったかを検討し、今後より効果的な研修

会を企画・開催できるようアンケートを実施、分析を行った。 

 
２．がん登録研修会事後アンケート結果について 
 アンケート結果から、がん登録研修会ががん登録業務に役に立ったという回答が全

体の８割を占めた。また、どちらともいえないというアンケート回答の中には、「実際

の業務に携わっていない」、「本格的ながん登録を開始していない」という意見もあっ

た。しかし、がん登録研修会に参加することで「TNM 分類に関する自分の考え方が正

しいのかの確認にもなり院内がん登録の精度向上に繋がった」、「当院で症例の少ない

分野も学べてとても勉強になった」、「実際の業務でわからなかった TNM 分類が分かる

ようになった」という意見もあり、このことから 2010 年度に行った研修会は実際の業

務を行う上で有効であるといえ、その評価も高く、研修会開催のニーズが高い事が分

かった。 
 
３．今後の活動について 
 沖縄県独自で行っている実務者研修会も国立がん研究センターが行っている研修会

と同様、院内がん登録の精度向上に欠かせないものとなっている。今後、基礎知識を

身に付けた実務者が増え沖縄県の地域がん登録の精度向上していけるよう、講義内容

の充実と研修会参加者の意見を取り入れた研修会の企画・開催を検討していく予定で

ある。 
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